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大
西
議
員
の
一
般
質
問

　

 

国
保
料
は
平
成
21
年
度
7
％
、
平
成

23
年
度
は
12
％
、
1
万
4
千
円
の
大

幅
値
上
げ
で
住
民
が
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
増
や
し
て
引
下
げ
を
す
る
よ
う
強

く
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
国
保
料
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
質
問
。

当
局
は
本
年
度
も
引
き
続
き
保
険

料
抑
制
対
策
と
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
1
億
円
を
繰
り
入
れ
、
繰
越
金
も

考
慮
し
、
保
険
料
抑
制
が
出
来
る
よ

う
改
正
し
た
。
医
療
分
の
均
等
割
・
平

等
割
を
そ
れ
ぞ
れ
1
4
4
0
円
引
き

下
げ
た
。
来
年
度
以
降
も
経
済
動
向

を
見
な
が
ら
実
情
に
即
し
た
保
険
料

を
設
定
し
、
健
全
化
に
努
め
る
と
答

弁
。

学
校
現
場
か
ら
の

 

施
設
整
備
の
声
を

       

と
ど
け
る

安
心
安
全
、
命
が
し
っ
か
り
守
ら

れ
て
こ
そ
、
豊
か
な
教
育
を
進
め
る

こ
と
が
出
来
る
と
主
張
。
学
校
現
場

の
「
耐
震
化
も
必
要
だ
が
施
設
整
備

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
と
ど

け
ま
し
た
。

特
に
各
校
共
通
の
悩
み
は
P
タ
イ

　　　　　　　　

　日本共産党市議団は、
①　今の原発技術は本質的に未完成で
　危険なものである。
②　地震・津波国である日本で大増設
　することは危険。
③　どんな技術にも「絶対安全」は存在
　しないのに「安全神話」にどっぷり浸
　かって対策を立ててこなかった。
　歴代政府、電力会社の責任は重大と
厳しく指摘し、上関には活断層が何本
も走っており危険である。貴重な生物
の生息地で自然豊かな上関に原発建設
はすべきでないと中止の意見書を会派
代表者会議に提出しました。
　しかし、「凍結」という他会派の意向
が強く、全会一致という会派代表者会
議の協議を尊重し、意見書に賛成いた

しました。

  

山
田
議
員
の
一
般
質
問

　平
成
17
年
の
台
風
14
号
で
錦
川
の
沿

線
、
特
に
藤
河
、
南
桑
地
区
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
山
口
県
は
同
地
区

8
・
5
ｋ
ｍ
を
激
甚
災
害
地
区
に
指

定
し
、
河
川
浚
渫
・
護
岸
工
事
等
を

行
な
っ
た
が
、楠
井
関
上
流
の
中
洲
、

錦
城
橋
の
上
下
流
、
守
内
・
角
、
川

尻
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
既
に
土
砂
が

堆
積
し
、
木
が
生
い
茂
る
な
ど
河
川

管
理
が
不
充
分
で
あ
る
。
中
州
の
除

去
や
浚
渫
を
急
ぐ
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
当
局
は
「
指
摘
の
箇
所
の
浚
渫
に

つ
い
て
は
、
治
水
・
安
全
上
必
要
な

箇
所
で
、
対
策
を
練
っ
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

                                   

米
軍
機
の

　 

超
低
空
飛
行
訓
練

　 
 

爆
音
を
撒
き
散
ら
す

　
全
国
各
地
で
米
軍
の
低
空
飛
行
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
料

 

均
等
割
　
1
4
4
0
円

 

平
等
割
　
1
4
4
0
円

           

引
き
下
げ

L
E
D
防
犯
灯

 

設
置
補
助
金
の

   

増
額
9
月
補
正
で

　 　上関原発計画
　　　 　凍結意見書可決

　　
今
年
の
3
月
に
は
岡
山
県
津
山
市

で
岩
国
基
地
を
飛
び
立
っ
た
米
軍
機

2
機
が
30
M
と
超
低
空
飛
行
を
行
い

土
蔵
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
故
が

起
こ
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

 

当
局
は
「
騒
音
問
題
」
で
は
「
中
止

を
要
請
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
が
、
岩
国
市
は
在
日
米
軍
に
適
用

安
心
安
全
対
策

 

錦
川
の
浚
渫
を
急
げ

ル
の
廊
下
の
問
題
で
す
。
雨
が
降
る

と
ビ
チ
ャ
ビ
チ
ャ
に
な
り
滑
っ
て
危

険
、
灘
小
学
校
で
は
滑
っ
て
転
ん
で

救
急
車
で
運
ば
れ
る
事
故
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
又
、
温
暖
化
で
教
室
は
35

度
以
上
に
な
り
、
と
て
も
勉
強
す
る

環
境
に
な
い
。
是
非
ク
ー
ラ
ー
を
設

置
し
て
欲
し
い
。
せ
め
て
扇
風
機
を

つ
け
て
と
強
い
要
望
が
出
て
い
る
と

し
て
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

P
タ
イ
ル
の
廊
下
に
つ
い
て
は
敷

物
を
敷
い
て
対
応
し
た
い
。
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
耐
震
化
後

計
画
的
に
実
施
し
た
い
と
答
弁
。
　

　

福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
節
電
意

識
が
高
ま
り
、
L
E
D
へ
の
関
心
は

大
き
く
、
市
は
自
治
会
が
L
E
D
防

犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
、
補
助
金
を

拡
大
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
希
望
す
る
自
治
会
が
多
く
予
算

が
不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
聞
い

て
い
る
。
補
正
予
算
を
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
質
問
。

当
局
は
、
期
間
を
6
月
か
ら
7
月

に
限
定
、
250
万
円
の
予
算
で
1
灯
あ

た
り
5
千
円
を
上
限
に
上
乗
せ
補
助

す
る
。
予
想
を
上
回
る
反
響
が
あ
り
、

当
初
予
算
で
は
対
応
で
き
な
い
。
6

月
7
日
現
在
184
自
治
会
1
4
9
8
灯
、

当
初
予
測
を
500
灯
上
回
っ
た
。
9
月

補
正
で
期
待
に
応
え
た
い
と
答
弁
。
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　　　岩国市所有の総合庁舎跡地　
　　　　　　　　　　　　　　　駅前活性化計画の一環　
　医療法人「新生会」、社会福祉法人「錦福祉会」、「西京銀行」に
7億 2千万円で売却
　「新生会」は鉄筋コンクリート５階建ての施設、「デイサービス」
「クリニック」「グループホーム」「高齢者専用住宅（53戸）」。「錦
福祉会」は鉄筋コンクリート6階建ての施設、「デイサービス」「グ
ループホーム」「高齢者専用住宅（60戸）」。「西京銀行」鉄筋コン
クリート２階建て。敷地内には市民に無料で貸し出す広場と100

人以上が使用できる多目的スペースを建物の中に設置。

　
日
本
共
産
党
は
上
関
原
発
建
設
に

は
、
反
対
を
し
、
中
止
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
祝
島
の
人
口
の
9
割
も
の

皆
さ
ん
が
「
原
発
は
要
ら
な
い
」
と

30
年
も
た
た
か
っ
て
き
た
こ
と
に
胸

が
熱
く
な
り
ま
す
。
周
辺
は
、
無
数

の
活
断
層
が
走
り
危
険
な
場
所
で
あ

る
こ
と
や
、
昔
な
が
ら
の
自
然
海
岸

が
広
が
り
、
世
界
的
に
も
貴
重
な
生

物
の
生
息
地
で
あ
り
、
原
発
が
建
設

さ
れ
れ
ば
、
環
境
破
壊
は
も
と
よ

り
、
大
量
の
温
排
水
や
取
水
す
る
海

水
を
殺
菌
す
る
為
の
塩
素
等
で
、
貴

重
な
生
物
は
育
た
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
度
の
事
故
で
放
射
性
物
質
が

外
に
放
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
抑
え

る
手
段
が
存
在
し
な
い
。
ま
た
使
用

済
み
核
燃
料
を
後
始
末
す
る
方
法
が

見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
、
運
転

停
止
後
も
廃
炉
ま
で
に
20
年
も
の
年

月
を
要
す
る
危
険
な
原
発
。

世
界
有
数
の
地
震
国
、
津
波
国
で

あ
る
日
本
に
危
険
な
原
発
が
あ
る
こ

と
事
態
大
き
な
間
違
い
で
す
。「
白
紙

か
ら
の
議
論
を
」
で
は
な
く
、
建
設

中
止
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。

　
当
局
は
、
原
発
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
改
め
て
議
論

す
る
時
期
に
あ
る
。
今
後
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
が
見
直
さ
れ
、
そ
の

結
果
が
出
る
ま
で
は
、
次
に
進
む
こ

と
は
出
来
な
い
と
考
え
て
お
り
、
上

関
原
発
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
白
紙
に
し
、
議
論
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

　
我
党
は
、
米
軍
岩
国
基
地
の
拡
大

強
化
を
認
め
な
い
平
和
行
政
を
求
め

て
い
ま
す
。
基
地
の
沖
合
い
移
設
事

業
に
協
力
を
し
た
愛
宕
山
開
発
用
地

は
岩
国
市
に
無
償
で
提
供
す
る
こ

と
、
そ
し
て
愛
宕
山
を
米
軍
関
連
施

設
に
し
な
い
事
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
市
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
予
定

で
す
が
、
8
0
0
0
人
規
模
の
野
球

場
を
建
設
す
る
根
拠
は
？
。

　
当
局
は
市
民
ニ
ー
ズ
が
最
大
限

利
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
ま
と
め
た

も
の
が
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
す
。ビ

ジ
コ
ム
柳
井
施
設
を
参
考
に
す
る

と
高
校
野
球
山
口
大
会
で
の
一
日

の
入
場
者
数
が
6
5
0
0
人
以
上

と
な
る
為
、
8
0
0
0
人
が
妥
当

な
人
数
で
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

 
 

小
・
中
学
校
の

   

空
調
設
備
に
つ
い
て

　
滑
走
路
が
沖
合
い
移
設
後
、
騒

音
の
う
る
さ
さ
指
数
は
市
内
全
域

で
低
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

苦
情
件
数
は
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。
12
月
議
会
に
引
き
続
き
、
由

宇
小
学
校
か
ら
順
に
、
普
通
教
室

へ
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
求
め
ま

す
。

　
当
局
は
米
軍（
防
衛
省
）に
由
宇

小
上
空
を
飛
行
し
て
は
な
ら
な
い

と
申
し
入
れ
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
学
校
教
育
環
境
を
考
え
、

耐
震
化
と
併
せ
て（
騒
音
）測
定
を

し
、
デ
ー
タ
ー
を
基
に
防
衛
省
と

交
渉
を
し
、財
源
を
獲
得
し
、教
育

委
員
会
と
協
議
し
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

何
ら
説
明
も
な
く
設
置
さ
れ
被
害
が

出
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
そ
の
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

　
当
局
は
「
基
地
局
が
高
さ
15
ｍ
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
作
物

の
確
認
申
請
が
提
出
さ
れ
、
安
全
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。今
後
、岩
国
市
も

情
報
を
収
集
に
努
め
、
対
応
を
検
討

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

上
関
原
発
は

　
　
中
止
す
る
こ
と

愛
宕
山
の

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

さ
れ
る
「
日
本
環
境
管
理
基
準
」
す
ら

承
知
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
米
国
で
は
軍
事
行
動
か
ら
発
生
す

る
騒
音
に
適
用
す
る
法
律
や
規
制
条

項
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
基
準
」
に
は
「
騒
音
問
題
」

が
削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
低
空
飛
行
に
つ
い
て
も
「
日

米
地
位
協
定
の
取
り
決
め
で
、
ま
っ

た
く
自
由
に
飛
行
訓
練
を
行
な
っ
て

も
良
い
わ
け
で
は
な
い
」「
最
低
安
全

高
度
に
関
す
る
法
令
及
び
わ
が
国
の

法
令
を
尊
重
」
し
て
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
米
軍
機
は
「
航
空

法
特
例
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、

「
米
軍
機
は
、
航
空
法
の
適
用
除
外
と

な
り
、
日
本
の
領
空
を
自
由
自
在
に

飛
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
こ
の
こ

と
を
紹
介
し
、
米
軍
機
も
「
航
空
法
」

を
守
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
携
帯
電
話
基
地
局
設
置

　
　
電
磁
波
か
ら

　
　
　
市
民
生
活
を
守
れ

坪
田
議
員
の
一
般
質
問

　
携
帯
電
話
基
地
局
か
ら
出
る
電
磁

波
を
長
時
間
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

皮
膚
症
状
や
神
経
症
状
な
ど
発
症
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
国
市
内
に
も
携
帯
電
話
会
社
5

社
で
650
基
以
上
の
基
地
局
が
住
民
に


